
自律型飛行船ロボットの開発
―災害後の情報収集システム構築を目指して―

1. はじめに
　阪神淡路大震災，アメリカ同時多発
テロを契機に，災害後のレスキュー活
動におけるロボットの必要性が認識さ
れ，さまざまな研究が行われている．
日本では，大規模地震が頻発し，地震
の活動期に入っていると言われ，早急
な対策が必要である．また世界に目を
転ずると，東南アジア地域，太平洋諸
島地域における津波による被害，アメ
リカ南部におけるハリケーンによる被
害など，大規模災害が頻発している．
　このような大規模災害後に一人でも
多くの命を救うために重要であるのは
初期救援活動であるが，現在は非常に
限られた情報により活動計画を立てざ
るを得ない状況である．道路の寸断や
二次災害を避けるために，被害のひど
いところほど情報が出ないということ
もあり，被災状況に依存しない情報収
集システムが必要とされている．
　本稿では，上空から安全かつ迅速に
被災状況の情報収集を行うための自律
型飛行船ロボットに関する研究を紹介
する．
2. 飛行船の特徴
　地震などの災害後，がれき内に閉じ
込められた被災者は 72 時間を過ぎる
と急速に生存率が下がることがわかっ
ており，迅速にレスキュー活動を計
画・開始する必要がある．また，レス
キュー隊が効率的に救援活動を遂行す
るためにも，被災状況を詳細に把握す
ることが重要である．
　このため，被災地上空から効率的に
情報収集する UAV（Unmanned Aer-
ial Vehicle）システムとして，自律型
のヘリコプタや飛行機に関する研究が
行われている．このような航空機に対
し，飛行船を用いる理由は，以下の事
項に関して優位性を持つからである．
（1）安全性
（2）低空飛行
（3）航続時間
（4）静粛性

　被災地の詳細な情報収集は低高度か
ら行う以外にはなく（たとえば，低高

度からでなければ，鉛直方向の情報取
得が困難，遮へいされる部分が多い，
高解像度の撮像システムが必要などで
ある），安全性を考慮した場合，とく
に大都市部での安全性を考えると，自
律型のヘリコプタや飛行機は危険であ
るのに対し，飛行船は相当に安全であ
る．また騒音も少ないため，低空での
利用にも適している．さらに，飛行の
ために要するエネルギー消費も少な
く，長時間の飛行が可能となる．
　ただし，自律型ヘリコプタや飛行機
とは，必ずしも排他的な存在ではなく，
補完していく関係であり，それぞれの
得意な状況に応じた利用が期待される．
3. 飛行船ロボットの開発
　神戸大学は 12m 級の飛行船ロボッ
トを開発している（図 1）．これはエ
ンジン 2 発のラジコン飛行船に，慣性
航 法 装 置，GPS（Global Positioning 
System），風速センサ，小型コンピュー
タなどを搭載し，劣駆動システムに対
する非線形制御手法などを導入するこ
とで，風を考慮した飛行を実現してい
る（1）．この飛行船ロボットの開発には，
68m 級飛行船を用いた成層圏プラッ
トフォームを開発した（独）宇宙航空
研究開発機構（JAXA）の協力を得て
いる．
　この協力関係の中から，JAXA は
独自の 14m 級飛行船ロボットの開発
を進めている（図 2）．また，飛行船
は通常の固定翼型の航空機とは多くの
点で異なる特性を持つために，専用の
シミュレーションモデル，シミュレー
タも開発し，飛行制御に生かしてい
る（2）．
　このような屋外型の飛行船ロボット
に関する研究自体の数は少ないが，最
大の障壁と考えられる風の影響を現実
的なレベルまで考慮して開発を進めて
いることは特徴的であり，実用化を目
指して実機実験を継続して行っている
ことは非常に革新的なものである．
　以上のように，飛行船ロボットの開
発は進行しており，災害後の情報収集
システムとして利用することの現実味

が増している．
4. おわりに
　本稿で紹介したシステムが完成した
際には，迅速な救援活動計画がなされ，
少しでも多くの人命救助が可能になる
と考えられる．また，レスキュー隊の
二次災害防止にも役立ち，さらに，被
災者への情報提供ステーション，被災
建造物の検査などへの応用も考えら
れ，広範に活躍することが期待され
る．
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図 1　神戸大学開発の飛行船ロボット

図 2　JAXA 開発の飛行船ロボット
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